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センターだより

ACOS-6利用者のための UNIX入門

大阪大学大型計算機センター

1 はじめに

来年 3月をもって長年利用されてきましたオペレーティングシステム(0S)ACOS-6が大

阪大学大型計算機センターからなくなります。汎用計算機ACOS3900が更新され、新しい

演算サーバ、画像処理サーバ等が導入されますと、大阪大学大型計算機センターのスーパ

ーコンピュータ(SX-4)から演算サーバ、ワークステーション(WS)までのすべての OSは

UNIXになります。 UNIXといえども各メーカーによって少しは使い方に違いがあります

が、基本的な使い方は同じです。 ACOS-6を利用いただいている方で、すでに UNIXをお

使いの方はほとんど間題ないと思われますが、最近では研究室にも大量の wsが導入され、

ACOS-6だけを利用いただいている方は非常に少なくなっていますが、 ACOS-6のみを利

用いただいている方には、これからは UNIXを利用して頂く必要があります。ここでは

ACOS-6とUNIXにどれほどの違いがあるのか、 FORTRAN利用者のために ACOS-6と

UNIXの利用方法を対比させ、今まで ACOS-6を利用されていた方が UNIXを利用する場

合には、どのようなコマンドを使用すればよいのかを説明いたします。従いまして、 UNIX

についてはあまり詳細に説明していません。 UNIXの利用法については講習会資料、その

他、数多くの本が出版されていますのでそれらをご覧いただければと思います。

使用する端末は Windows95が搭載されたパソコンでインターネットに接続できるとし

て説明を進めています。

なお、大阪大学大型計算機センターの SX-4並びに wsはすでに UNIXでサービスして

います。 ACOS-6から UNIXへの移行についてはいつでも可能です。

2 大型計算機センターヘの接続経路

ACOS3900をセンター外からお使いいただく場合は、インターネット、 AC0S3900に

接続された専用回線、交換回線から利用可能でしたが、汎用機更新時に ACOS3900に関す

るサービスは全て廃止されます。センターに導入されている SX-4並びに ws、新たに導入

されます演算サーバなどについては、汎用機更新後、インターネット経由あるいはターミ

ナルサーバANNEX皿から接続していただくことになります 1。大阪大学内の利用者の方は

1平成 9年 10月現在。
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ODIN即経由でも利用可

能になっています。図 1

に現在のネットワーク構

成の概略を示します。

3 端末の用意

3. 1 Windows95 パソ

コン

Windows95パソコン

には Telne炉プログラム

が用意されています。

3. 2 Macintoshパソコ

ン

MAC をご利用の方は

96年8月発行のセンター

ニュース Vol.26No.2第

101 号「お気軽・マック—

Macintoshを使って大型

計算機センターを利用す

るために」をご覧ください。

4 計算機との接続／切断

交換回線 879-8982

吹田地区内線 9409

879—8980 

879—8981 

吹田地区内線 9380 

豊中地区内線 2664 

吹田・豊中内線 9393

INS64回線 879ー2010

DDX網問接続
163—060-614004 

専用回線

MHSメール

内は平成10年3月の汎用機更新時に廃止される予定のサービスです。

図1. ネットワーク概略

Windows95バソコンの通信ソフトウェア telnetを起動し、 SX-4あるいは wsに接続し
ます。

4. 1 接続方法

ACOS-6に接続する場合は「$$$CON,TSS」メッセージを入力、あるいは端末によって

は Flキーを押下していましたが、 Windows95パソコンから SX-4あるいは wsに接続す
るには通信ソフトウェア telnetを起動し、接続先のホスト名あるいは IPアドレスを指定

します。大型計算機センターでサービスしている主な計算機のホスト名並びに IPアドレ

スを表 1に示します。

2 ODINS: 大阪大学総合情報通信システム

3 telnet以外にもフリーソフトウェアで使いやすい通信ソフトウェアがあります。
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表 1. ホスト名と IPアドレス

システム名 ホスト名 IPアドレス

スーパーコンピュータ SX-4 ccsx4.center.osaka-u.ac.jp 133.1.69.10 

ワークステーション alpha ccalphaOl.center.osaka・u.ac.jp 133.1.4.22 

ワークステーション UP4800 ccup02.center.osaka-u.ac.jp 133.1.102.12 

ワークステーション Indigo2 ccindigoO I .center .osaka-u.ac.jp 133.1.4.112 

大規模数値計算をお考えの場合は SX-4を、 UNIXへの移行のために利用される場合は

alphaをご利用ください。なお、 UP4800は SX-4と互換性のある FORTRAN90クロスコ

ンパイラ 4が利用できます。

4. 2 計算機への接続

(l)ACOS3900への接続 ! (1)ワークステーション alphaへの接続

「$$$CON,TSS」メッセー l① TELNETの起動
ジを入力あるいは端末に i

＇日二Iii'-
［スタート］ボタンをクリックし、メニュ

よっては Flキーを押下し l 疇

攣常瓜~;~~«~ の中から［ファイル名を指定して実行］

ていました。

$$$CON,TSS 

OSAKA TSS(A6NVX R2.0) ON 11 

USER ID 

②ターミナルの設定

図 2.TELNETの起動

をクリックし、 「ファイル名を指定して実

行ウィンドウ（図 2)」を開き、名前欄に

'telnet' と入力し、 「OK」ボタンをクリックします。

TELNETのウィンドが開きますので、［ターミナ

ル］メニューの［設定］（図 3)をクリックし、基本設定の

変更ウィンド（図 4)を開きます。

③基本設定の変更 図 3. ターミナルの設定

エミュレーション項目の「VT-100/漠字」、漠字コ

ドセットの「日本語 EUC」をオンにし、 「OK」ボタンをクリックします。

4 UP4800のワークステーション上で FORTRAN90の翻訳、 SX-4用実行プログラムの

作成を行うことができます。 SX-4 上で翻訳するよりも時間も短く、翻訳• 実行プログラム

作成の負担金も少なくてすみます。
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図 4.基本設定の変更

④接続
図 5.接続

［接続］メニューの［リモートシステム］を

クリックし、 「接続ダイアログボックス」（図 5)

を開き［ホスト名］に接続するリモートシステム

の名前（ホスト名かまたは IPアドレス）を入力

し、 「接続」ボタンをクリックします。

alpha側からログイン名の問い合わせ（図 6)が

行われます。

図 6. ログイン名の問い合わせ

(2)接続時の利用者チェック

ACOSからの「USER ID」の

問い合わせに利用者番号と支払い

コードを；で区切って入力してい

ました。その後パスワードの問い

合わせがあり、正しいパスワード

が入力されると、 ACOSと接続で

き、コマンド入力待ちとなりまし

た。

$$$CON,TSS 

OSAKA TSS(A6NVX R2.0)0N 

USER ID-W6016l;A 

PASSWORD-***** 

SYSTEM? 

(2)接続時の利用者チェック

alphaからの「login」の問い合わせに利用者番号を、

「Password」の間い合わせに設定してあるパスワー

戸を入力します。利用者番号は必ず小文字で入力しま

図 7.利用者番号入力

す（図 7)。大文字で入力してもエラーとなります。

ACOSと異なり課金のための支払いコードの問い合わ

せはありません。 UNIX系の課金方式については 97年

5月発行のセンターニュース Vol.27No.l第 104号の

「大阪大学大型計算機センターの運用について」をご

覧ください。

5パスワードは ACOSとwsとは別々に管理されています。 ACOSのパスワードを変更
されても、 wsはもとのパスワードのままです。 wsとSX-4のパスワードは一元的に管理
されています。 UNIX系のパスワード変更コマンドは「yppasswd」です。
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利用者番号とパスワードが正しく入力されれば ccalphaOlに接続され、センターからの

お知らせ表示の後、コマンド入力待ち6となり

ます（図 8)。 「Loginincorrect」が出力された

場合は、利用者番号あるいはパスワードに誤り

があります。もう一度正しい番号、パスワード

を入力してください。UNIX系の計算機に接続

して、利用可能な状態にすることを「ログイ

ン」または「ログインする」と言います。ちな

みに計算機の利用を終了し、端末を計算機と切

Digi ta I UN IX (cca lpha01) (ttypl) 

login: w60161 
Password:_ 
Last login: Mon Nov 10 10:20:35 from 

く<ccindigo01の IPaddress変更のお知らせ

ccindigo01の IPaddressを変更する予定です
133.1.102.11 --> 133.1.4.112 

％
 

り離すことを「ログアウト」と言います。UNIX

は利用者一人一人をログイン名で区別します。ログイン名には利用者番号が割り当てられ

ています。

図 8.接続完了

(3)ACOS接続端末の切断

ACOSでは 'BYE' コマンドで

切断していました。

SYSTEM? 声
OCSTOl I ACCOUNT CPU=lSEC 

LU=TELOOO ON 09:53:39 

TEL006 DIS-CP 

(3)接続端末の切断

UNIXでは「logout」あるいは「exit」コマンドと

なります。ACOSのコマンドは大文字小文字を意識す

る必要はありませんでしたが、 UNIXのコマンドは小

文字で入力しなければなりません。 'logout' コマン

ドが受け付けられると端末はホストと切り離され「ホ

ストヘの接続が失われました（図 9)。」とのメ

ッセージが表示されますので「OK」ボタンを

クリックし、その後、［接続］メニューの

「TELNETの終了」をクリックします。

4. 3 環境設定

Digital UNIX (ccalpha01) (ttypl) 

login: w60161 
Password: __  

Last login: Mon No 

く<ccindigo01の
ccindigo01の IPac 

133. 1. 102. 

図 9.端末の切断

UNIX系の計算機を利用する場合は、利用者独自の使いやすい環境を設定することがで

きます。 ACOSではこのような環境を設定することはできませんでした。 UNIXを初めて

利用される方にとってはこの環境7の設定が少し難しいようです。センターでは標準的な設

定ファイルを用意していますので、 ccalphaOl に初めてログインした時、

6 この例では％が表示されていますが、設定によってこの入力促進記号（プロンプトとも

います）は自由に変更できます。 ACOSでは SYSTEM?あるいは＊に対応します。

7環境設定とは、具体的には文字入カミスの時の消去文字、割り込み文字（コマンドの実

行を強制的に終了させる）、シェル変数 set、環境変数 setenv、コマンドの別名などを設定

することを言います。
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'/usr/local/bin/kankyou' と入力してく

ださい。環境設定ファイルが利用者番号

の下にコピーされ ‘ 、 source コマノト

の実行を促すメッセージが表示されます。

kankyouコマンド実行終了後、 sourceコ

マンドを実行してください。ターミナル

タイプの問い合わせが行われますので、

TELNETをご利用の場合は vtlOOの '2'

を入力してください。図 10に実行例を示

します。入力促進記号が"%"から“ホス

ト名とホームデイレクトリ 8" の表示に変

” “  next typing source . csh re ; source . I og in 
--- ------------------

*************************************************** 
source . cshrc ; source . Io~in 

Select Terminal mode ---
xterm . . . . [1] 
vt100 . . . . [2] 
Hterm . . . . [3] 

Enter number? 2 
I pha01 /usr1/w60161 
呪吟. . 竺ジ .. 索ダ く108>%1く’唸＇，
／ヽ ヘヘべ ... ヽ9 9ヽくヽ . ..... . ...... . . ..... . ヽ.. . ヘ●クヽヘヘヽ

図 10. kankyouコマンドの実行

＊ ＊ 

わっています。環境設定ファイルを変更することで利用者の環境を自由に変更することが

できます。以後、センターの SX-4あるいは wsに接続する場合、侮回、ターミナルモー

ドの問い合わせが行われます。なお、 kankyouコマンドの実行は 1度だけで結構です。環

境設定ファイルを利用者独自の環境に変更した後、 kankyouコマンドを実行するとセンタ

一標準の環境に戻ってしまいますのでご注意ください。

5 ファイルの利用

ACOSにファイルが保存できるように、 SX-4及び wsにもファイルは保存できます。

図 11.磁気デイスク構成のように、 SX-4とファイルサーバ AUSPEXに利用者のファイ

ルを保存できます。特に AUSPEXのデイスクはファイル共有システムを利用しています

ので、 SX-4あるいは wsから読み書き可能になっています。 SX-4、wsにログインした直

後のカレントデイレクトリ 9はAUSPEXのデイスクになっています。ログイン後、このカ

汎用コンピュータ スーバーコンピュータ

ACOS3900 

ホスト名： acos 

8 5. 3節で説明しています。

9 5. 3節で説明しています。

大阪大学大型計算機センターニュース

ホスト名： ccsx4 

図 11.磁気ディスク構成

-45-

ws群

ホスト名： ccns01 ccup02 
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レントデイレクトリは自由に変更10できます。なお、 SX-4のデイスクは非常に高速にアク

セスできますが、センターでは一時ファイル的な利用を薦めています。

5. 1 カタログとディレクトリ、ファイル名

ACOSのカタログ名・ファイル名は基本的には 12文字以内の英数字、ピリオド、ハイ

フンで、英大文字小文字の区別はありませんでした。

ACOSのカタログに相当するものがUNIXではディレクトリと呼ばれています。 ACOS

と同じようにデイレクトリの下にデイレクトリあるいはファイルを作成することができま

す。デイレクトリ及びファイル名はシステムにもよりますが、 256文字以内の英数字及び

一部の特殊記号が使用できます。ピリオド（．）で始まるファイルは一般に環境設定用とし

て用いられています。なお、英大文字小文字は区別され異なる文字として扱われます。

[ACOSのカタログ・ファイル名例］

A 

ABC 

WXYZ 

ABCDEFGH 

ABC.TXT 

XYZ-DATA 

5. 2 ファイルシステムの構造

[UNIXのデイレクトリ・ファイル名例］

A 

a 

test.data 

.cshrc 

TEST-DATA 

program1 .f 

ACOSはユーザマスタカタログを最上位とする階層的な構追をもっていましたが、

UNIXでは／（ルートデイレクトリ）を最上位とする木構造をとっています。

図 12.ACOSのファイル構造 図 13.UNIXのファイル構造

大阪大学大型計算機センターの場合、 ACOSでは最上位のユーザマスタカタログに各利

用者番号を割り当て、その下に利用者のカタログあるいはファイルを作成しました。

10cdコマンドでパス名を指定します。パス名については「5.3ファイルの指定」をご覧

ください。
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図 14.阪大のACOSファイル構造

UNIXでは図 15のように userlから user副の

ディレクトリの下に利用者番号を割り当てていま

す。 図 15.阪大の UNIXファイル構造

平成 10年度の継続申請を行われた場合、 ACOSのテキストファイルはファイルサーバ

AUSPEXのディスクに移行されます。詳細は 97年 9月発行の速報 No.269「ACOSのファイ

ル移行について」をご覧ください。

5. 3 ファイルの指定

ACOSでは、カタログ名、ファ

イル名の間を 'I'で区切りファイ

ルを指定しました。

図 14の利用者番号 W60162の

ファイル TESTlでは次のように

指定しました。

W60162/PROGRAM/TEST1 

UNIXでは、 ACOSのファイル記述に対応するもの

としてファイルを指定する場合にパス名を用います。

パスとはファイルを指定する道筋をいい、パス名には

絶対パス名と相対パス名の 2つがあります。

絶対パス名とは、ルートデイレクトリからデイレク

トリ、ファイルを'!'で区切りファイルを指定する

方法をいい、図 15の利用者番号 w60128のファイル

test.fでは次のようになります。

/horne/ccns01/user2/w60128/test.f 

先頭に／が付いていることに注意してください。

利用者番号 w60128の上位デイレクトリの user2は利用者によって異なっています。また、

ファイルシステムの構成変更によって利用者番号のデイレクトリ位置が変わることがあり

ます。デイレクトリ位置が変更になるとパス名も変更しなければなりません。この問題を

避けるためにセンターでは、 '/usr1 /利用者番号’のパス名でもファイルを指定できるよ

うにしています。利用者の方にはこの方法でファイルを指定することをお薦めします。上

記 test.fファイルは次のようになります。

/usrl/w60128/test.f 

11 平成 9年 10月現在。デイレクトリ構成はセンターの運用によって変更されることが

あります。
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相対パス名とはファイルの木構造での「現在作業中のデイレクトリ位置（カレントワーキ

ングデイレクトリとも言います）」からの相対的な位置関係でファイルを指定する方法を

います。ログイン直後のカレントディレクトリは各利用者の利用者番号のデイレクトリ

12となります。例えば、現在 w60128のデイレクトリにいる場合、 test.fファイルは単にフ

ァイル名を指定するだけですみます。カレントデイレクトリは cdコマンド 13で変更できま

す。

5. 4 ファイル名一覧 (CATAコマンドと Isコマンド）

ACOSではカタログ名並びにファイル名は catalogコマンドで表示させていました。

UNIXでは lsコマンドを使用します。それぞれのコマンドはオプションをもっており、様々

な情報を同時に表示させることができます。

【CATAコマンド】
【lsコマンド】

指定したカタログの下のカタロ

グとファイル名が表示されまし

た。

環境設定やオプションを使用しない場合、カレン

トデイレクトリ下のデイレクトリ及びファイル名が

区別無しに表示されます（図 16)。

*CATA /SSL、S,A
LIST OF CATALOG SSL ON 

ACTY5 ALL-FORT 

ALL-FRT7 BLO-UBL *J 

図 16. Isコマンド
カタログ名には＊が付与されて

います。
kankyouコマンドが実行され、阪大標準の環境設

定が行われている場合、 lsコマンドでは自動的にオ

プション aFxが付与されています（図 17)。

オプション aはカレントデイレクトリ下

の全てのファイル（．で始まるファイルを

含めて）を表示し、 Fはデイレクトリであ

れば Iをつけ、ファイルであれば何も付け

I pha01 /usr1/w60161く23)?6且
./ 

ません。xはマルチカラム形式で横方向に

ソートし表示します。

ccdef 
emacs 
emacs-spare 
history* 
logout 
mnews_setup 
twmrc 
. xmodmap 
prg/ 
test/ 

Xrc. spare 
cshrc 
emacs-alpha 
emacs-sx4* 
login 
ma i I re 
resize.tmp 
wnnrc 
xmodmaprc. j, s 
program/ 
ws/ 

図 17. Isコマンドの結果

12 ログイン直後のカレントワーキングデイレクトリをホームデイレクトリとも言いま

す。

rs 'cd パス名’でデイレクトリを変更します。
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5. 5 カタログ・ディレクトリの作成 (ACCEサブシステムと mkdirコマンド）

ACOSでは、カタログの作成は ACCESSサブシステムの ccコマンドで作成しました

が UNIXでは mkdirコマンドを使用します。

【ACCESSサブシステム】

／ 
SYSTEM ?ACCE 

ACCE002 R FUNCTION?CC 

ACCE004 R CATALOG STRUCTURE TO WORKING 

LEVEL? 

ACCE005 R NEW CATALOG NAME?TESTCATA 

ACCE024 R PASSWORD? 

TXOGWB珈 EPVRWM

ACCE018 R GENERAL PER!1ISSIONS? 

ACCE019 R SPECIFIC PER!1ISSIONS? 

ACCE005 R NEW CATALOG NAME? 

ACCE002 R FUNCTION? 

SYSTEM? 

【mkdirコマンド】

作成するデイレクトリ名を指定します。

ccalpha01 /usr1/w60161<31>脳 ¥Jir t~st\li r 
ccalpha01 /usr1/w60161/test<32潔戸
ディスク上の専有領域の合計 7(KBytes) 
drwxr-x← X 3 w60161 w60161 512 11月10日 11:54 ./ 
drwxr-xr-x~w60161 other 1536 11月10日 11:31 .. / 
-rw-r—「ー 1 w60161 w60161 5 11月05日 11:41 test.d 
drwxrーX←X 2 w6Q161 w60161 512 11月10日 11:54testdir/ 
cca I phaO 1 /us r 1/w60161<33潔

図 18.ディレクトリの作成

図 18ではカレントデイレクトリ下に 'testdir'

を作成しています。 lsコマンドの-1オプションはフ

ァイルあるいはデイレクトリの属性を表示します。詳細は5. 7節で説明いたします。

5. 6 ファイルの作成 (saveコマンドと echo、>)

ACOSでは SAVEコマンドあるいは ACCESSサブシステムの CFコマンドで、あらか

じめファイル名とファイルの大きさを指定して作成しておく必要がありました。

UNIXではあらかじめファイルを作成しておく必要はありません。コマンドが実行され

た時に、その必要なファイルが存在していなければ自動的に作成されます。ファイルの大

きさの属性もありません。データが増えればファイルも自動的に拡張されます。ただし、

現在、 AUSPEXのファイルは 1ファイル 2GB14までという制限があります。

なお、 ACOSでもファイルの総容量については制限していましたが、 SX-4でも同様であ

り、最大総容量は 1GBとなっています。これ以上必要な場合は、共同利用掛に拡張申請を

行ってください。なお、 AUSPEXについては現在制限していません。

ファイル負担金は AUSPEXの方がACOSや SX-4よりも安く設定されています。

機 種 ファイル負担金

ACOS l単位 1日につき 0.2円 (1単位=15.36キロバイト）

SX-4 1単位 1日につき 0.15円 (1単位 200キロバイト）

ファイルサーバ 1単位 1日につき 0.1円 (1単位=250キロバイト）

14平成 9年 10月現在。 OSがバージョンアップされれば解除される予定。
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〖ファイルの作成］ [echoコマンド、＞］

SYSTEM ?ACCE CF 

ACCE004 R CATALOG STRUCTURE 

TO WORKING LEVEL? 

ACCE006 R FILE NAME,SIZE(IN LLINKS), 

MAX SIZE、MODE?
TESTFL、1,12

ACCE024 R PASSWORD? 

TXOGWBMWEPVRWM 

UNIXでは ACOSのように、あらためてファイ

ルを作成するコマンドはありません。データを出

力するプログラムあるいはコマンドがあれば、出

カ先にファイルを指定すればよいだけです。

ACCE018 R GENERAL PERMISSIONS? 

ACCE019 R SPECIFIC PERMISSIONS? 

ACCE020 R ACCESS FILE? 

ACCE006 R FILE NAME,SIZE(IN LLINKS), 

MAX SIZE,MODE? 

ca I pha01 w60161 <39>庭勁0
est data 

ACCE002 R FUNCTION? 

SYSTEM? 

ca I pha01 w601.61 <40>%.Ll. 
I .. I 
・ca I pha01 w60161 <41 >%echo "test data" > f I. dt 
calpha01 仰60161<42>%Ll.
I I fl. dt 
I pha01. w60161 <43>%1 

図 19. ファイルの作成

図 19の実行例の echoコマンドは引数で

与えられたデータを標準出力に出力します。標準出力を指定しなければデイスプレイに割

り当てられています。UNIXに

はデータを利用する場合に標 コマンドに与
えるデータ 標準入力

準入出力という考え方が採用 ｛キーボード
し

されており、標準入力はく記 ファイル ｝ 
で、標準出力は＞記号で自 図 20.標準入出力

コマンドの
処理結果

;・; 戸レイ｝

由に切り替えられます。 2番目の echoコマンドでは標準出力がファイル fl.dtに切り替え

られており、入力文字 'test data' が書き込まれます。ファイルが存在しなければ作成

され、もし存在すればデータは上書きされます。 echoコマンドだけでなく、処理結果が標

準出力に出力されるコマンドはファイルに出力することができます。図 29では catコマ

ンドでファイルを作成しています。

5. 7 ファイルの保護

ACOSの場合、ファイルヘのアクセス、カタログヘの操作は作成者のみが可能で、他の

利用者からのアクセスは拒否されました。この制限を緩めるために一般パーミッションと

特定パーミッションの概念が導入されていました。パーミッションには R(読み込み）、W(読

み込み／書き込み）、その他があり、ファイル作成時あるいはファイル属性変更時に設定す

ることができました。

UNIXの場合でも個々のファイル、デイレクトリに保護をかけることができます。この

保護は作成者（所有者）、グループ、その他の 3段階で設定できます。 ACOSの一般パー

ミッションがその他に相当し、グループは一般的には特定の利用者の集まりと定義されて

いますが、大阪大学の運用では 1利用者 1グループとして運用しています。
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【ACOSでのパーミッションの確認】

ACOSの場合、 CATAコマンドあ

るいは ACCESSサブシステムで属性

を表示させました。

*CATA /RIQS/INIT 
FILE NAME-INIT 
ORIGINATOR-W60162 
DATE CREATED-122185 
DATE CHANGED-122185(10:49:05) 
LAST DATE ACCESSED-040586 
NUMBER OF ACCESSES-3 
MAX FILE SIZE-20 LLINKS 
CURRENT FILE SIZE-1 LLINK 
FILE TYPE-LINKED 
DEVICE-ORRM4 
GENERAL PERMISSIONS-NONE 
SPECIFIC PERMISSIONS-NONE 

保護欄

【UNIXでの保護モードの確認】

UNIXでは lsコマンドでオプション 1(エル）を付

加します。カレントデイレクトリ上のデイレクト

リ及びファイルの情報が表示されます（図 21)。

1<103>ni. -
スク上の専有領域の合計 18(KBytes) 
r-xr-x 7 "60161 other 1536 11月11日09:29 / 
rwxr-xr-x 122 root root 2048 11月07日09:55.. / 

1面0161 面0161 695 11月10817:05 al ,ases 
1砥0161 砥0161 3004 11月11日08:58.cshrc 

rw-r--r-- 1砥0161 州0161 3296 11月10日11:30 loC1n 
rw-r--r-- 1面0161 州50161 6 11月10日11:30 locout 
rwx------ 3 w60161 w60161 512 06月04日 10:05Mai I/ 
rwxr-xr-x 3 w60161 w60161 512 11月11日09:29 program/ 
rwxr-xr→: 3面0161 w60161 512 03月21日 1997 sx/ 
, drwxr-xr-x 3 w60161 w60161 512 11月10日11:54 test/ 
¥drwxr-xr-x 4 w60161 w60161 512 09月18日15:42ws/ 
!cca.1 ph .. 01硲0161(104沼’’’’’•ib::1,~·:, ベ，；，,::,::,'.,,,::;;,;:,,:,::「,;、'.:::,,;,;;;;,、

図 21. Isコマンドの lオプション

図 22の保護欄に表示されている rwx-はそれぞれ

r: 読みとり可
w: 書き込み可
x: 実行可

＿．．不許可

d~ 二 2w60161 w60161 512 09月29日 15:58data/ 
を表しています。

4 10月07日 10:27匡庄
図 22の 'test.f' ファイルは所有者

は読み込み、書き込み可能ですが、

その他の利用者は読み込みだけが可

能となります。

グループ名
所有者名

人に

護 ディレクトリ名あ
るいはファイル名

ファイル種別

d: ディレクトリ
-: ファイル

図 22.保護モード

UNIX上でファイルを作成すると

きは注意してください。 ACOSでフ

ァイルを作成した場合、所有者のみ

が読み書きでき、他の人は読み書き

できませんでした。ところが何も設定しない場合 sx—4 上でファイルを作成すると他の人も

読み書きできるモードで作成されます。 ws上で作成すると所有者が読み書きでき、他の人
は読み込むことができるモードで

作成されます。但し、 kankyouコ

マンドを実行されている場合は、

SX-4でも wsでも同じで、所有者
は読み書きが可能で、他の人は読

み込むことができるモードで作成

されます。 ACOSを利用されてい

た方にとっては、驚かれるかもし

れません。ファイル作成時に

大阪大学大型計算機センターニュース

calpha01 w60161<73> %echo abc > a. dt 
calpha01 w60161<74> %umask 066 
calpha01 w60161<75〉%echodef> b. dt 
calpha01 w6016106〉%Is-I 
千’ィスク上の専有領摂の合評万―(KBytes)
rwxr-xr-x 2 w60161 w60161 512 10月30日12:03. / 
rwxr-xr-x 7 w60161 other 
rw-r--r-- 1 w60161 w60161 
rw------- 1 w60161 w60161 

1536 10月29日18:22 .. / 
4 10月30日12:03a. dt 
4 10月30日12:03 b. dt 

calpha01 w60161<77〉%I

図 23. ファイルの作成
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ACOSと同じように所有者のみが読み書きでき、他の人は読み込みできないようにするに

はumaskコマンドのオプションに '066' をつけて実行します。この会話接続中でのファ

イル作成は他の人が読み書きできないモードで作成されます15。実行例図 23のファイル

'b.dt' は他の人からは一切アクセスできません。

5. 8 ファイルの内容表示 (LISTコマンドと catコマンド）

ACOSではファイルの内容は LISTコマンドで表示しましたが、 UNIXでは catコマン

ドで行います。

【LISTコマンド】

SYSTEM ?LIST TEST.F 

0010 CHARACTER A*4 

0020 READ(5,10)A 

0030 10 FORMAT(A4) 

0040 WRITE(6,20)A 

0050 20 FORMAT(lH ,A4) 

0060 STOP 

0070 END 

SYSTEM? 

[catコマンド】

catコマンドで表示させたいファイル名を指定し

ます（図 24)。

calpha01 w60161<106> %cat test. f 
character a*4 
read (5, 10) a 
10 format(a4) 
write(6, 20)a 
20 format (1 h , a4) 
stop 
end 
lpha01 w60161<107> %I 

以後、テストプログラムとしてこの test.f

ファイルを使用します。UNIX上では ACOS
図 24.catコマンド

で言う行番号は削除する必要があります。 97年 11月発行の速報 No.271「ACOSのプログ

ラムの移行について」をご覧ください。

5. 9 ファイルの複写 (CPYコマンドと cpコマンド）

ACOSでは CPYコマンドでファイルの複写を行いましたが、 UNIXでは cpコマンドで

行います。

【CPYコマンド】

*CPY TEST.F;/PRG/FRTl.F 

TCMD540 I COPIED 1 LLINKS 
＊ 

【cpコマンド】

cpコマンドでコピーもとファイルとコピー先ファ

イルを指定します。図 25ではカレントデイレクトリ

下のファイル test.fをデイレクトリ prgの下に frtl.f

という名前でコピーしています。

図 25.cpコマンド

15 kankyouコマンドで作成された.cshrcファイルには umask 22が書き込まれていま

す。この 22を66に変更すれば、毎回 umask066コマンドを入力しなくてもすみます。
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既にファイルが存在する場合、環境設定によっては上書きするかどうかの間い合わせが

あります。

5. 10 ファイルの削除 (RELESEコマンドと rmコマンド）

ファイルの削除は ACOSでは RELEASEコマンドですが、 UNIXでは rmコマンドとな

ります。

【RELEASEコマンド］

*RELE TEST.F 

ACCE501 I FILE TEST.F 

WAS RELEASED 
＊ 

【rmコマンド］

rmコマンドで削除するファイル名を指定します。

カレントディレクトリ下の test.fを削除しています

（図 26)。 「削除しますか？」の問い合わせがありま

すが、これは環境設定叫こよっては問い合わせが

ない場合もあります。
図 26.rmコマンド

6 FORTRANプログラムの利用

FORTRANプログラムの実行方法は、 TSS処理時とバッチ処理時で異なりますが、ここ

では TSS処理（会話型処理）時の利用方法を説明します。バッチ処理時の利用方法は「第7

」で説明します。

表 2.利用できる FORTRAN言語

~ SX-4 UP4800 alpha Indigo2 

FORTRAN90 

゜゜
X 

゜FORTRAN77 

゜゜ ゜ ゜SX-4並びに wsでは表 2のような FORTRAN言語が利用できます。

6. 1 FORTRAN プログラムの翻訳• 実行 (FRT77サブシステムと f77コマンド）

ACOSでは FRT77サブシステムを選択し、 RUNコマンドで翻訳並びに実行を行ってい

16 kankyouコマンドを実行すると.aliasesファイルが作成され、いろいろなコマンドが

オプションあるいは別名をつけて格納されています。 UNIXにはエイリアス機能という、

コマンドに別名をつける機能があります。 kankyouコマンドで作成した.aliasesファイル

では rmコマンドの実行には確認のプロンプトを出力する iオプションが付加されていま

す。
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ました。 UNIXでは翻訳と実行17は別になっており、翻訳は f90あるいは f77コマンドで、

利用者プログラムの実行は翻訳時に作成したオブジェクトファイルを指定して実行します。

f90、f77コマンドは非常に多くのオプションを持っています。 SX-4及び ws上で利用
できるオンラインコマンドマニュアルを用意しています。また、 WWWブラウザで閲覧で

きるオンラインマニュアルを用意しています。ぜひご利用ください。

オンラインマニュアルの URL:

http://www.center.osaka-u.ac.jp/center/cc-home-jp .html 

の「利用者専用のサービスページ」をご覧ください。

オンラインコマンドマニュアル： SX-4あるいは wsの manコマンド
SX-4あるいは wsにログインし、 'man f77' あるいは 'man f90' コマン
ドでご覧ください。

ACOSでは FORTRANプログラム実行時の装置番号 5はキーボードに、 6はディスプレ

イに割り当てられていました。 UNIXの場合も同様に 5番は標準入カファイル、 6番は標

準出カファイルに割り当てられており、変更しない限りキーボードとディスプレイになっ

ています。

[FORTRANプログラムの実行】 I【FORTRANプログラムの翻訳】
f77コマンドでソースプログラムの格納されてい

SYSTEM ?FRT77 N 

*RUN TEST.F るファイルを指定します。コンパイル時にはソース
I*? 竺翌翌
TEST プログラムファイル名はサフィックスとして'.f'が必要
＊ 

です。図 27では SX-4上でカレントデイレクト

リ下の test.fファイルをコンパイルし、オプショ

ン oを使用して実行可能形式のオブジェクトを

ファイル testproに格納しています。オプション

oを省略すると「a.out」というファイルに格納

されます。

図 27.FORTRANプログラムの実行

その後、 testproファイルを実行しています。 READ(5,…に対応し、？の入力促進記号

が出力され入力待ちとなります。 ccalphaOlでは入力促進記号は出力されない 18ょうです。

17 ACOSでも翻訳と実行を別に行うことは可能でした。

18 出力する方法があるのかもしれません。
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[f90コマンド】

SX-4とUP4800(ccup02)には f90コマンドも

用意されています。

図 28は SX-4上での実行例です。オプション

o を使用していないので実行形式ファイルは

a.outに作成されています。

!ccsx40 w60161<112> 
心est.f: 
¥ccsx40 w60161(113) %a. out 
陀辿並
l abed 
,ccsx40 
山〉．．．．．．．．．．．ふ；；,,;;;,;,:・ 4

 図 28.f90コマンドでの実行

【行送り文字制御］

ACOSでは書式付き記録が印字されるとき、

その記録の先頭の 1文字を行送り文字としてい

ましたが、 SX-4では行送り文字として扱うかど

うかを指定することができます。既定値は「扱わ

ない」になっています。設定する場合は、利用者

プログラムを実行する前に 'setenv

F VSPACING n' 19を入力してください。 nは

外部装置識別子の番号です。wsにはこのような

方法があるのかどうか分かりません。

図 29のcatコマンドは標準人力先を変更して

実行しています。 catコマンドは標準人力からデ

ータを得、標準出力にデータを出力します。標準入力

なabed

iccsx40 w60161<127 ふ口 ・ec . 竺... :; ＞渭

図 29.行送り文字制御(SX-4)

を省略すると、入力先はキーボードとなり、＞記号で

標準出力先をファイル testl.fに変更しています。入力

の終了は CTRLとdキーを同時に押下します。

[ACOS標準形式のソースプログラムファイル］

ACOSの TSS標準形式で作成された FORTRANプ

ログラムには行番号が付加されています。このまま行

番号のついているファイルを UNIX上のコンパイラで

翻訳するとエラーが発生します。 ACOS上で BEAUコ

マンドを用いて行番号を取り除いてください。もちろ

ん UNIX上でも行番号を削除することは可能ですが、

BEAUコマンドが簡単なようです。 97年 11月発行の

*LIST TEST.F 

0010 CHARACTER A*4 

0020 READ(5,10)A 

0030 10 FORMAT(A4) 

0040 WRITE(6,20)A 

0050 20 FORMAT(lH ,A4) 

0060 STOP 

0070 END 

*BEAU :IN=TEST.F OT=TESTA.F 

*LIST TESTA.F 

CHARACTER A*4 

READ(5, lO)A 

10 FORMAT(A4) 

WRITE(6,20)A 

20 FORMAT(lH ,A4) 

STOP 

END 

＊ 

図 30.BEAUコマンドの実行

19Cシェル用の環境変数設定コマンドです。 Cシェルとは C言語に似た構文を持つコマ

ンドを解釈実行するプログラム。大阪大学大型計算機センターの UNIXは Cシェルが標準

となっています。
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速報 No.271「ACOSのプログラムの移行について」をご覧ください。

図 30に実行例を示します。 INが入カファイル、 OTが新たに作成される出カファイル

です。

[FORTRANプログラムの標準入出力の切り替え】

ACOSでは装置番号 5、6番でもファイルから

の入出力とすることができましたが、 UNIXで

は非常に簡単に標準入出カファイルを切り替え

ることができます。図 31では read(5…に対応す

るデータをファイルtest.clから入力しています。

また、 図 31.標準入出力の切り替え

a.out < test.cl > out.dat 

とすれば、 write(6…の結果がデイスプレイではなく、ファイル out.datに出力されます。

6. 2 ファイルの入出力

ACOSでは FORTRANプログラムのファイル入出力は、ソースプログラム中の OPEN

文あるいは RUNコマンドの Fオプションでファイルを割り当てていました。 UNIXでも

OPEN文は利用できますが、ファイル記述箇所を変更する必要があります。また、 ACOS

のFオプションのように実行直前にファイル割り当てを変更することもできます。

【OPEN文でのファイルの割当】

SYSTEM ?FRT7 0 TEST2.F 

*LIST 

0010 CHARACTER A*4 

0020 OPEN(lO、FILE='W60161/
TEST.D') 

0030 OPEN(20,FILE='W60161/ 

OUT.DAT') 

0040 READ(lO,lO)A 

0050 10 FORJvlAT(A4) 

0060 WRITE(20,20)A 

0070 20 FORMAT(lH ,M) 

0080 STOP 

0090 END 

*RUN 

*RR 

*LIST OUT.DAT 

ABCD 
＊ 

大阪大学大型計算機センターニュース

【OPEN文でのファイルの割当】

csx40 w60161く228>%cat test2.f 
CHARACTER A*4 
OPEN(10. FILE='/usr1/w60161/test. d'〉
OPEN(20. FILE='/usr1/w60161/out. dat') 
READ(10. 10〉A
10 FORMAT (A4) 
叩 ITE(20.20)A 
20 FORMAT<1H . /¥4) 

雷
w60161く229>%f90 test2.f 
f: 
w60161く230>%g,_寧
w60161く231>%cat /usr1/刺60161/ out. dat 

w60161く232>%Ill 

図 32. open 文での割り当て (SX—4)

図 32はSX-4上での実行例です。ファイル記述の違

いとパス名の大文字・小文字にご注意ください。
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【実行時のファイル割り当て】 【実行時のファイル割り当て】

SYSTEM ?FRT77 N 

*LIST TEST3.F 

0010 CHARACTER A*4 

0020 READ(lO,lO)A 

SX-4では 5、6以外の外部装置識別子 nに対しては、

ファイル fort.nが事前に接続されています。

0030 10 FORMAT(A4) 

0040 WRITE(20,20)A 

0050 20 FORMAT(lH ,A4) 

0060 STOP 

図 33の実行例では、最初の a.outの実行では外部装

置識別子 10番に対応するファイルが存在しないので、

fort.10ファイルが作成されていますが、中身が空なの
0070 END 

*RUN TEST3.F : F=W60161/ 

TEST. D (10); 

MORE?F=W60161/0UT.DAT(20) 
＊ 

csx40 w60161 < 317> %cat test 3. f 
CHARACTER A*4 
READ (10, 10) A 

I 10 FORMAT (A4) 
i 叩 ITE(20,20)A 
! 20 FORMAH1H .A4) 
STOP 

で、ファイルの終了記録を検出して、エラーと

なっています。 catコマンドで fort.IOファイル

のデータを作成し、再び、 a.outを実行していま

す。

. END 
!ccsx40 w60161<318> 
I 
. %u 

/ test3. f 
~csx40 刺60161< 319> %f90 test3. f 
をrtest3.f: 
ccsx40 w60161<320> %a.J.l!J.t 
: *** 152順番探査入出力文の実行でファイル終了記i
;main_ ELN=2 (86000884) 
jccsx40 w60161<321> %且
!. I .. I a. out* fort. 10 

ACOSの Fオプションと同じように実行直前

にファイルを割り当てることもできます。プロ

グラムを実行する前に 'setenv F _FFnn パス

名’で割り当てるファイルを指定しておきます。

nnが外部装置識別子に対応する番号です。

ftest3. f 
ccsx40 w60161<322> %cat > fort. 10 
芦
;ccsx40 w60161<323> %旦c.filf!;
1ccsx40 w60161<324> %上
l./ .. / a.out* fort.10 
tfo rt. 20 test3. f 
lccsx40 w60161 < 325> %cat fort. 20 
: abed 

iccsx40 w60161<326> z.i1aを'.,, 之と名・,.・・;・,,心s;・災1.ヽ9 入~ 叫~、い.,.. ・ な ., ...... , ..  、ダ..、.,,,心,.ゞ,:.. , >ぷ＜令、s.,; ゾ

図 34の最初の setenvでは、 read(lO…．．に対
図 33.事前の接続ファイル (SX—4)

応するデータとしてカレントデイレクト

リ上のファイル test.clを割り当てていま

す。 2番目の setenvでは write(20…に対

する出カファイルとして、絶対パス名で

testデイレクトリの下にファイルを作成

し出力するようにしています。もちろん、

ファイルが存在しなければ実行時に自動

的に作成されます。

大阪大学大型計算機センターニュース

iccsx40 w60161(117)%l:,, 
I.I / test. d test3. f 
1ccsx40 w60161< 118)%cat test3. f 
• character a*4 
read (10, 10) a 

l 10 format (a4) 
write (20, 20) a I 20 format (1 h , a4) 

i stop 
end 

/ccsx40 w60161(119)%setenv F FF10 test. d 
!ccsx40 w60161(120)%setenv F FF20 /us r1 /w60161/test/test3. data 
!ccsx40 w60161< 121>%f77 test3. f 
和est3.f: 
I PROGRAM : ma, n 
l NO ERROR 
!ccsx40 w60161(122)%a._叫忍
,ccsx40 w60161(123>軍

a. out* test. d test3. data' 
如 x40w60161 < 124)%cat test3. data 
i abed 

臨竺竺竺的究叫ぐ＂合．＇〈桑へ喜 'f・三・.,'.稔ごぐ交〗,:!f:な”翌ゥ分・,・ぢ，^ミ,・芝^喜:唸，・,,・.<・● :• 令い9』

図 34. 実行直前でのファイルの割り当て
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6. 3 ASLライブラリの利用

ACOSで利用できていた ASLライブラリは SX-4でも利用できます。但し、 SX-4では

浮動小数点データの内部表現として IEEE形式、標準形式、拡張指数形式の 3種類があり、

ライブラリもそれぞれの形式に対応する 3種類が用意されています。既定値は IEEE形式

となっています。それぞれのデータの内部表現形式については、 97年 1月発行の速報

No.261「SX-4 データの内部表現形式について」あるいは NEC発行の説明

「FORTRAN77/SXプログラミングの手引」 20をご覧ください。

ACOSでは RUNコマンド時に ASLライブラリを割り当てましたが、 SX-4では

FORTRANプログラムのコンパイル時にライブラリを割り当てます。

[ASLライブラリの利用】 [ASLライブラリの利用】

エル

SX-4上では、 FORTRANコンパイル時に'-1'オ
SYSTEM ?FRT7 0 DBGMSL.F 

*RUN :L=LIB/ASL7 F=/DBGMSL.D(05) プションで 'asl' を指定し使用するライブラリを割

*** DBGMSL *** 
り当てます。

** INPUT ** 

N = 4 

図 35の実行例の最初は lオプションを指定してい

ないため、サブルーチンが見つかりませんでした。 2

COEFFICIENT MATRIX 

番目の例は IEEE形式での割り当て例、 3番

目は標準形式、 4番目は拡張指数形式での割

り当て例です。なお、拡張指数形式では倍精

度のサブルーチンは提供されていません。

7 バッチジョブの利用

ACOSでは CARDINサブシステムを利用し

てバッチジョブを投入していましたが、 UNIX

では NQS(Network Quing System) を利

用します。 SX-4に直接ログインして利用する

か、 ccup02にログインして利用します。ここ

では SX-4に直接接続して説明を進めます。

20wwwブラウザでご覧いただけます。

csx40 w60161 < 160〉%fl7dbgms I. f 
bgms I. f: 
PROGRAM : main_ 
6 D0101=1.N 

I VEC 2 : DO)レープはベクトル化できない
l NO ERROR 
味定蒜シンポルか発生しました◇
［シンポル名 ファイル名
; dbgmsl . /dbgms I. o 

; Id fata I: シンポル巷照でエラーが発生したため、ファイ
, f77 fata I : Idコマンドでエラーが検出された： 13 
fccsx40 w60161 < 161> %fl7 dbgms I. f -I as I 
1dbgms I. f: 

: main I PROGRAM 
6 DO 10 1=1.N 

! VEC 2 : DO! レーブはペクトル化できない
多 NOERROR 
; ccsx40 w60161<162> %fl7 dbgmsl. f -float1 -las I 

!dbgms I. f: 
; PROGRAM : main_ 

6 DO 10 1=1. N 

, VEC 2 : DO! レーブはベクトル化できない
! NO ERROR 
: ccsx40 w60161 < 163> %fl7 rbgms I. f -f I oat2 -I as I 
印7sxwarning : -Nwオプションは無視されます
frbgms I. f: 
・PROGRAM : ma In 

6 DO 10 1=1. N 

多 VEC 2 : DO! レープはペクトル化できない
l NO ERROR 
¥ccsx40 
四•.••

図 35. ASLライブラリの割り当て
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ACOSではバッチジョブ、 NQSではバッチリクエスト、

ACOSではジョブクラス、 NQSではバッチキューという言葉を使います。

7. 1 バッチジョブ• バッチリクエストの作成

ACOSではバッチジョブ用制御言語として 1カラムから＄で始まる数多くの制御文があ

りましたが、 NQSではあらたまった制御文はありません。ファイルの先頭に NQSに関す

るオプションを埋め込んでおくだけで、オプションの後には実行したいコマンドを並べま

す。

【バッチジョブイメージ］ 【バッチリクエストイメージ】

0010$: JOB: ;A, E 

0020$:FRT77:LSTIN,NFORM 

0030$:SELECTA:W60161/TEST.F 

0040$:GO 

0050ABCD 

0060$:ENDJOB 

図 36は一つのバッチリクエストイメ

ージです。ファイルの先頭 2行は 1カラ
図 36. リクエストイメージ

ム目に＃がありコメント行となります。このコメント行の中に、 NQSオプションを埋め込

みます。 '@$'という文字に続けて'-'でオプションを指定し、 '@$'のあとに,_,

が続いていない行でオプションの指定が終了します。この例ではキューオプションで

'p4' キューを指定しています。最低必要なオプションはキューオプションだけです。こ

のリクエストイメージでは、 f77コマンドとエラーがなければ a.outを実行するようにな

っています。 $statusには直前のコマンドの終了状態が格納され、 f77コマンドの場合、エ

ラーがなければ 'O' 、エラーが有ればそのエラーに対する数値が格納されています。＜

く記号は Cシェルで利用する記号で、 「埋め込み文書（ヒアドキュメント）」と呼ばれ、

a.outの次の行から 'EOF' と書かれた行の直前までがデータとして標準入力に切り替え

られます。このファイルは NQSオプションとコマンド及び cshスクリプトからなってい

ます。このファイルを cshスクリプトファイル21とも言います。 csh用スクリプトについて

はUNIXの説明書をご覧ください。

7. 2 ジョブ・リクエストの投入

ACOSでは CARDINサブシステムを利用し、 RUNコマンドでジョブを投入していまし

た。 UNIXでは qsubコマンドでバッチリクエストを投入します。

21 バッチリクエスト用のシェルスクリプトは、 csh用でも sh用でも構いません。
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【ジョブの投入】

SYSTEM ?CARDO TEST.J 

*RUN 

CRJEOOl R CARD 

FORMAT,DISPOSITION?S J 
’ 

CRJE002 R TAB CHARACTER AND 

SETTING?N 

CRJE350 I SNUMB # M696T 
＊ 

【リクエストの投入】

図 37は SX-4上でのバッチリクエストの投入例で

す。ファイル test.jには図 36のリクエストイメージが

格納されています。 'qsub' コマンドで投入するファ

イルを指定します。ファイルのサフィックスは

FORTRANソースファイルのように決め

られていません。 図 37. リクエストの投入(SX-4)

オプションに誤りがなければ、リクエストが受け付けられ、

'Request nnn.ccsx40 submitted to queue: qq' 

が SX-4側から出力されます。 nnn.ccsx40はNQSが付けたリクエスト IDで、リクエス

ト連番とホスト名からなります。 ACOSの snumb番号に当たります。最後の qqは投入さ

れたキュー名が表示されています。

表 3. キューの制限値 (SXー4)

キュー 演算時間 記憶 CPU数 時ファイル 換算係数

会話型 1時間 1GB 1 1 

p4 8時間 2GB 4 4GB I 

p8 40時間 2GB 8 4GB 1.5 

p16 80時間 4GB 16 8GB 2.5 

p32 申請 8GB 32 申請 4 

p64 申請 8GBX2 32X2 申請 6 

SX-4では投入されたキューにより、演算負担額を計算する CPUタイムの算出方法が異

なります。 97年 1月発行の速報 No.261「利用負担金の改正について」をご覧ください。

7. 3 ジョブ・リクエストの取り出し

ACOSでの計算結果は一端 SYSOUTファイル22に出力され、 JOUTサブシステムを利用

して計算結果を端末に表示させていました。SX-4では結果は全てファイルに出力されます

ので、そのファイルの内容を端末に表示させることになります。

22FORTRANでは、特定の装置番号の出力結果をファイルに出力することは可能でした。
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【ジョブの取り出し】 【リクエストの表示】

*JOUT M696T 
ACTI# RC LINE HOLD CLASS 

$$ -- -- D 

001 (FRT7V) 74 17 YES・D 

バッチリクエストが終了すると通常、標準出力用フ

ァイルと標準エラー出力用ファイルの 2つが得られ

ます。
002(LINKER)74 23 YES D 

003(****RU)06 2 YES D 

CRJE012 R FUNCTION?ACTI 3 PRIN 06 

ABCD 

CRJE317 I END OF REPORT 06 
CRJE012 R FUNCTION? 

これらの結果ファイルは次のような規則でフ

ァイルが作成されます。

標準出力用結果ファイルは‘リクエスト名 .0

リクエスト連番’、標準エラー出力用結果ファ

イルは‘リクエスト名.eリクエスト連番’とな

ります。

est. d test. f 
est. j test. j. e26703 
est. j. 026703 
csx40 w60161 < 161 > %cat test. i. e26703 
est. f: 
PROGRAM : main_ 
1 ccha racte r a*4 

1 
1 **** 321 : F O R T RA N言語のどの文にも
ERROR TOTAL : **** : 1 *** : 0 ** : 
77 fata I : f77sxコマンドでエラーが検出された：
csx40 w60161 < 162> %cat test. i. 026703 
ompi le error 
ログアウト
csx40 w60161~163> %冒d'... T'!;, .. ア”

図38. リクエストの表示

リクエスト名は投入したスクリプトファイル名から採られます。

図 38は投入したリクエスト ID

'26703.ccsx40'(図 37)が終了した状態です。

出カファイル test.j.026703' と

'test.j .e26 703' の2つが作成されています。

図 39は図 37で投入したリクエストがエラー

になっていましたのでエラーを修正し、再投入

しています。

結果ファイルのファイル名を変更することや、

リクエスト名を変更することもできますがここ

では省略しています。便利な NQSオプションも

csx40 w60161 (164> %qsub test. j 
equest 26753. ccsx40 submitted to queue: p4. 
csx40 w60161 < 165> %上ミ
I .. I 
est. d test. f 
est. j test. j. e26703 
est. j. e26753 test. j. 026703 
est. j. 026753 
csx40 w60161 <166> %cat test. j_ e26753 
est. f: 
PROGRAM : main 
NO ERROR 
csx40 w60161<167> %cat test. j. 026753 
/¥BCD 
グアウト
csx40 w60161(168) 

図 39. リクエストの再表示

あります。詳しくは NEC発行説明書「NQS利用の手引」 23をご覧ください。

8 運用コマンド

8. 1 パスワード変更コマンド

パスワードは大切に管理してください。時々変更することをお薦めします。 ACOSのパ

スワード変更コマンドは PWCHでしたが、 SX-4並びに wsでは yppasswdです。 SX-4

23WWWブラウザでご覧いただけます。
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とその他の wsのパスワードは一括して管理されており、いずれか一箇所で変更すれば全

ての計算機で変更が有効となります。ただし、全ての UNIXマシンに変更が適用されるま

でに 30分ほど時間がかかる可能性

がありますのでご注意ください。

8. 2 使用額表示コマンド

ACOSでは使用負担額は SMCL

あるいは KAKINコマンドで表示

させましたが、 UNIXでは smcl及

びacntdispコマンドとなります。

acntdispコマンドの詳細は 97年 6

月発行の速報 No.266 「WS・SX-4

での負担金情報表示コマンド

acntdisp について」をご覧くださ

い。

9 Windows95用フリーソフ

トウェア、シェアウエア

x40 w60161<108)%g旦gl
1997/11/26 10 :00 :06 
gin Max(yen) Use(yen) Priority Choice 
0161 a 500000 49719 1 1 
csx40 w60161<109)%f皿匹
cntd i sp [ -m YYMM] -d YYMM] [ -t] [ -h] , [ -p hi moku] 
csx40 w60161<110)%acntd i sp -m 9710 
[USER ID] w60161 a [SI YOU NE囮ETU]

tMAX RESOURCE] 
TOROKU RYOKIN] 
[ACOS GOUKE I] 

饂t 胃罪~CPU]
BIOSIS] 
[SX-4 GOUKE I] 
[SX-4 BATCH CPU] 
[SX-4 FI LE) 
[WS GOUKE I) 
[WS BATCH CPU) 
[WS FILE] 
tFLEX FAX] 
I-NET SERVICE] 
[ONYX GOUKE I) 
[ONYX BATCH CPU) 
[ONYX FI LE) 
[A-COLOR PR I 
[KIRIAGE Kl 
[SIYOU 

0
0
2
4
0
0
6
0
0
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0
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0
0
0
0
0
0
0
5
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[ACOS TSS CPU] 
[ACOS PR I NT] 
[ACOS SONOTA] 

[SX-4 TSS CPU] 

[1/1/S TSS CPU] 
(1/1/S PR I NT] 

tONYX TSS CPU] 
ONYX PR I NT] 

9710 

8

0

0
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2
8
 

ー

3
0
 

0
0
 

図 40. acntdispコマンド

Windows95用に使いやすいフリーソフトウェア、シェアウェアが提供されています。

通信ソフトウェアでは寺西氏が作成された TeraTermProがフリーソフトウェアで、パ

ソコンと ws間でデータをやりとりする FTP (ファイル転送プログラム）では WS-FTP24

がシェアウエアで、そのほかにも多数提供されているようです。

UNIX上のエデイタは説明しませんでしたが、 viもしくは mule25が利用できます。どち

らも ACOSの利用者にとっては少し利用方法を勉強していただかなければなりません。パ

ソコン上のソフトウェアでファイルを作成• 修正し、 WS-FTPでws上に転送するのが簡

単だと思われます。但し、通信回線の太さが問題になるかもしれません。

http://www.forest.impress.co.jp/ 

に Win95のフリー、シェアウェアが多数掲載されています。

10 おわりに

UNIXの利用方法についてはあまり詳細に説明していませんが、この説明が ACOSから

UNIXへの移行の手がかりになれば幸いです。

24但し、個人使用に限り無料で配布されています。

25 alphaでは muleですが SX-4では emacsとなります。利用方法はほとんど同じです。
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